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SuperStream  

製品名フォント規定 
 

 

1.SuperStream 
 

「SuperStream」はスーパーストリーム製品群を総称する際の英文表記です。SuperStream

には「SuperStream-CORE」シリーズと新製品「SuperStream-NX」があり、各製品における

製品書体（フォント）は統一し、シリーズ全体としてのまとまりを保ってください。 

 

「SuperStream」は1ワードで記述し、Times New Romanの太字、斜字体とします。 

Superの S、Streamの Sは大文字とします。 

 

例 累計5,400社以上の導入実績がある SuperStream 

例 統合業務パッケージ SuperStream 

 

2.SuperStream-NX 
 

「SuperStream」は1ワードで記述し、Tahomaで、斜字体にはしません。 

Superの S、Streamの Sは大文字とします。 

SuperStreamと NXの間にはハイフンを入れます。 

 

例 経営基盤ソリューション SuperStream-NX 
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3.SuperStream-COREシリーズ 
 

「SuperStream」は1ワードで記述し、Times New Romanの太字、斜字体とします。 

Superの S、Streamの Sは大文字とします。 

  

COREシリーズの各モジュールは、Times New Romanの太字、アルファベットは全て大

文字とします。 

COREシリーズの斜字体は SuperStream、Planningと fieldの表記のみとします。 

SuperStreamと各モジュール名の間にはハイフンを入れます。 

 

例 SuperStream-CORE （基幹会計システム） 

SuperStream-AP+  （支払管理システム） 

SuperStream-AR+  （債権管理システム） 

SuperStream-FA+  （固定資産・リース資産管理システム） 

SuperStream-PN+  （手形管理システム） 

SuperStream-HR+  （人事管理システム） 

SuperStream-PR+  （給与管理システム） 

SuperStream-field （分散入力システム） 

SuperStream-field/HR（人事諸届・照会システム） 

SuperStream-Panning（戦略経営支援システム） 

SuperStream-uno （成長企業向けエントリーパッケージ） 

SuperStream-connect （SuperStream専用システム連携ツール） 


